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令和５年度の教育活動の評価結果及び改善方針について、下記のとおり報告します。 

 
                      記 

 

評価項目１「学校全体の様子」 

※肯定的な評価（Ａ＋Ｂ評価）の年度別推移     

  Ｒ３    →   Ｒ４    →   Ｒ５ 

児童 ９２．０％    →  ９２．０％  →  ８８.０％    

保護者   ９４．８％    →  ９５．０％  →  ９３.０％ 

 

 〇全般的に満足できる評価であるが、基本的生活習慣における児童のＡ評価と保護者のＡ評

価の乖離を埋めるよう、より保護者と協力していく必要がある。 

 〇「児童・生徒理解」の評価項目にて、児童よりも保護者の肯定的評価が高かった。児童へ

の肯定的な声掛けを続け、個に応じた支援に努めていることが伝わったと考える。 

評価項目２「学力向上の取組」 

※肯定的な評価（Ａ＋Ｂ評価）の年度別推移     

 Ｒ３    →   Ｒ４    →   Ｒ５ 

児童 ９３．８％  →  ９１．０％  →  ９１.０％ 

保護者   ９２．２％  →  ９１．０％  →  ９０.０％ 

 

 〇「学習習慣」の評価項目にて、児童８７．３％、保護者８８．８％の肯定的評価を得たが、

昨年度より若干評価が下がっているのは寺子屋の実施方法を改善したことによる影響かと

思われる。TPCの利活用により、家庭学習の習慣化を一層図っていきたい。 

 〇「情報教育」の評価項目にて、保護者の肯定的評価が９４．１％と向上したのは、校内 ICT

研修の設置により、授業でのＩＣＴ利活用頻度が増えたためと考えられる。 

評価項目３「社会性・人間性の育成」 

※肯定的な評価（Ａ＋Ｂ評価）の年度別推移     

 Ｒ３    →   Ｒ４    →   Ｒ５ 

児童 ９０．４％  →  ８９．０％  →  ８８.０％ 

保護者   ９０．８％  →  ９１．０％  →  ８９.０％ 

 

 〇「自治的な活動」における昨年度４年生児童の肯定的評価が６６％と低かったが、今年度

は学級活動を軸として達成感と貢献感をもてる工夫をしたことで、９０％に向上した。 

 〇「教育相談」における児童、保護者の肯定的評価が５％程度低下した。児童一人一人の安

心できる居場所づくりに努め、不登校の未然防止、早期対応を図りたい。 

様式６ 



評価項目４「保護者・地域との連携」 

※肯定的な評価（Ａ＋Ｂ評価）の年度別推移     

 Ｒ３    →   Ｒ４    →   Ｒ５ 

児童 ８４．６％  →  ８４．０％  →  ８４.０％ 

保護者   ９１．０％  →  ９０．０％  →  ８７.０％ 

 

〇「地域との連携」における肯定的評価は児童が８．５％、保護者が３％向上した。全職員

で地域行事を大切にしていることが伝わったことは嬉しいことである。 

〇「学校への参加」における保護者の肯定的評価が８．７％低下した。分かりやすい情報発

信とともに、可能な限り保護者の意見を反映できるよう努めていきたい。 

評価項目５「特色ある教育活動」 

※肯定的な評価（Ａ＋Ｂ評価）の年度別推移     

 Ｒ３    →   Ｒ４    →   Ｒ５ 

児童 ９２．０％  →  ９１．０％  →  ８４.０％ 

保護者   ９４．２％  →  ９６．０％  →  ９２.０％ 

 

 〇「俳句活動」の肯定的評価が、児童は９％、保護者は６．３％低下した。俳句を作ること

だけでなく、有名な俳句をじっくりと味わう等、活動内容を改善していきたい。 

 〇「体力つくり」における保護者の肯定的評価は９６％と大変高かった。年間をとおして様々

な活動を取り入れていることが、保護者の賛同を得たと考える。 

 

 

評価結果を受けての学校の改善方針 

 ◎本校教育活動の成果を児童がより良い姿として現す努力を絶えず行う。具体的な姿として

何事にも一生懸命取り組み、自他を大切にする元気な児童の育成を引き続き目指す。 

 ◎地域、保護者の方々の熱い思いで培われた尾久小の学校力を次年度も引き継いでいく。 

[学校全体の様子] 

 ・児童が生き生きと楽しい学校生活を送れることを第一に学校経営・運営に取り組む。 

 ・児童のよさや可能性を最大限に引き出す教育に努める。 

[学力向上の取組] 

 ・昨年に引き続き、学力調査において、全ての学年・教科で区平均を上回った成果を生かし

ながら、ICTの利活用を促進し、分かる授業のさらなる充実に努める。 

[社会性・人間性の育成] 

 ・いじめ防止の取組や学校不適応問題を未然に防ぐため、教育相談の活用・充実をさらに進

める。今年度研究した学級活動を軸に児童の自治的な活動を保障し、適切な支援を行う。 

[保護者・地域との連携] 

 ・保護者会や学校行事に保護者が参加しやすくなるよう、さらなる工夫や充実に努める。 

 ・保護者や地域の方も頻繁に学校ホームページを参照するよう周知し、要望を踏まえた教育

活動の様子を分かりやすく発信していく。 

[学校の特色ある活動] 

 ・伝統的な環境教育をさらに充実させるとともに、日常的な環境教育の工夫に努める。 

・俳句活動を工夫し、児童の表現力や感性を育てるよう努める。 
 


